













































































R 5 2 a
」の「懐徳堂年譜」は、
一九二五(大正十四)年に再刊された西村天囚の『懐徳堂考』に付されているところの、「懐徳堂年譜」の原稿である。そして、北山文庫本『懐徳堂紀年』より「さらに古い段階のも 」ではなく、む ろ北山文庫本『懐徳
















あり、また本文もほぼ同一であること、特に 後 北山本年譜の本文の表記が 活字 年譜の本文と一致していることから、抄 であ 北山本年譜は、再刊本『懐徳堂考』に付された「懐徳堂年譜」の原稿と考えて間違いない。
また、北山本年譜が北山文庫本『懐徳堂紀年』よりも「さら 古い段階





















て「懐徳堂年表」を執筆し、これを家蔵 ていた。更にその後、西村天囚の『懐徳堂考』が再刊される際、その巻末に懐抱堂の年譜を附載することにした懐徳堂記念会 、一九二四(大正十三)年夏にそ 執筆を木菟麻自に依頼した。そこで木 は、「懐徳堂年表」を「撮略」して年譜」を執筆したの ある。
(柱穴-
「懐億堂年表」は今のところは所在不明であるが、右のような執筆の経

















{ 注 七 }













事を嘆訴する書を東町奉行所に奉る三月十四日桐園召に赴く朝岡退蔵町奉行の命を停へて請ふ所の事は首 なれとも大廷用途浩繁にして聞き届け難き旨を告く桐園慨然として退く(此の時桐園窃に退蔵 引きて八田氏に托せし事を告けしに退蔵噴る所あり今日 言に別牒を付して再請すへき由を告く明日 国重訴せり
)A
五月廿目撃翁は淀侯か老
職綿裁となりたる 聞き藩士荒井木公に托して懐徳 嘆訴牒を致さしむ企十一月十八日華翁塾徒に程史の舎讃を課す二七のタは孟子 九のタは十八史暮廿三日桐園輪講を聴く輪講定目前 は一六の日なりか今更に三八の日を加ふ企十月三日相国召に赴く町奉行 嘆訴牒大府
《注八}
に納れられさる旨を侍ふ(慶応三年)
-三月十八日桐園岡本吉哉と裁判蓋に往く塞吏大命を宣議して日く阪府皐校の事期間に仁和寺宮に請 所ありしか一切願意の如 奮典 従ふへしと(明治元年)
また逆に、以下の記述は「懐徳堂年譜」に存在せず、『懐徳堂紀年』に
は存在する。








曜。秋八月。坊正怒。約不復来請印。九月 下吏来請印如故。後訴之市正。吏召戒之 事即罪 冬十二月。春楼招坊正。令奥皐問所預入相輯睦。(安永二年)
・春三月二十四日。有棄女児於門前者。即申報西街。児患搭 使古林正民治之。以其在錫役之地。 正不任枚育之事也 夏五月八日 棄子不育。竹山申報西街。(安永三年)
・夏六月十五日。竹山謁西安京極伊諜侯。受授讃其二子之命。冬 月。
登西安第 授讃其二子 ( 永田年)
・春一一月。竹山込児阿末。秋七月也阿作 是月西安為 息行謝種 井賜
肩衣袴。(安永五年)
-春。竹山也児牛士口。夏六月。西安賜章服。(安永六年)-是月竹山為頼千秋伶篠田義賢長女成昏。贈合吾煩。(安永八年)・秋七 。竹山適龍野。行騨随皐問所預人名。不称脇坂家臣 冬十一月。上書両街。請聞学問所名籍作別牒。呈諸両街 不循戸籍常例。及定棄子牧育之法。十二月。叶一切聞東街召 。告棄子市鹿取之 定牧育之法。名籍別牒亦如肝請。(安永九年)・是歳竹山母植村姐亦誇踊七十。三月吉辰。設宴請客 次 詞章四十八首。枚在懐徳辛丑書巻 (天明元 )

























士。怪擾京師。砲火施及市家。慮々焚娘。坂邸亦今夕或奉火 於是華翁奥桐園謀。牧臓神主及書籍什器於庫中。八月十三日。華翁講堂視業。山村高輔助駕。九月三日 華翁桐園入域。上講建。桐園先講論語。次華翁講逸史。二十日。桐園入域。華翁以疾不往。桐園講論語。後代講逸史。聴者衆多 冬 月九日 赤松孫太郎示其弟民之助書目 嚢管校中井氏之北上也。献逸史一本於一橋黄門公。明日。公欲有肝賜。而中
井氏巳南下。因命民之助代受駕。乃以五日詣第。奔受銀七錠。十二月三目。桐園入城講説。筆翁不得往 是日府帥使人 迎聖像。摘以捻子。蓋嚢有命也。桐園従而往 (元治元年)
・三月五日。摩園梨花方開。桐園啓詩鑑。題命厚園梨花。(慶臆元年)・冬十一月六日。聾街陣目。且加冠。改小字阿二郎名秀二郎 十二月二十四日夜。迎本田作内賦詩。題命瓶梅知春。又以壁上肝控竹山書幅。疾風知勤草。板蕩識忠臣為題。雑以問書重。(同)
単純に考えるならば、「懐徳堂年譜」には存在するが『懐徳堂紀年』に











































堂紀年』が存在しており、その末尾に 「財団法人懐徳堂記念会編」と記されている。従って、懐徳堂記念会が大正天皇に『懐徳堂紀年』を献上した事実は動かし難い。 かも 記念会関係者がそのことを認めている資料も存在する。それは、北山文庫に収められている『 紀年』の稿本に挟み込ま た一枚の原稿用紙である。そ 原稿用紙には、以下のように記されている。








ことであり、大正天皇に『懐徳堂紀年』を献上する前年である。記念会にとって『懐徳堂紀年』の献上は、会 存在が社会的に認められる上で、おそらく重要な意味を持つことであった違いない。にもかかわらず、そ 後懐徳堂記念会が刊行した物の中に、献上のこと まったく言及されていないのは、甚だ奇妙 る。
松山直蔵の序文が、「 年譜」の成立事情を説明するに当 って『懐
徳堂紀年』に一切触れ いないのは、右に述べたような懐徳堂記念会の奇妙な振る舞 と軌を一にし いる。前述の通り、再刊本『懐徳堂考』に収められている「懐億堂年譜」の識語の中で 中井木菟麻呂は、「懐徳堂記念曾直撃校の年譜を乙夜の寛 供し奉らむと欲し天生 嘱して編纂せしめき」と、懐徳堂記念会が大正天皇 献上しようとして『 紀年』 執筆を依頼してきたことを明記している。 の木菟麻呂の識語は 松山直蔵の序文が書かれた年の前 に書かれており、従って松山直蔵は、木菟麻日が『懐徳堂紀年』に言及しているこ を知っていた可能性が高いと推測される。にもかかわらず松山直蔵は、何故か『懐徳堂紀年』に触れていない。
おそらくこれは、単なる誤りといった類のものではなく、意図的にその







ていることとも、おそらく『懐徳堂紀年』には触れてはならなかったことと関連している 推測される。序文に るよう 、「年表」か 中井家に関する事項を削除することを 松山直蔵 発案した うのが事実であるならば、松山直蔵は木菟麻目の書いた「年表」を読んで た いうことになる。松山直蔵の言うこの「年表」が、「懐億堂年表」を指しているとすれば、松山直蔵には木菟麻呂が家蔵して という「懐徳堂年表」を読む機会があったということになるが、それは不自然ではあるまいか。
私見では、松山直蔵がいう「年表」とは、木菟麻呂が『懐徳堂紀年』を






















れた議決から、「懐徳堂は中井氏の私撃に非ずして」という文言が消えている。これは、木菟麻目を遠ざけようとしていた記念会が、その姿勢を変化させたことを示唆するものであろう。そしておそらくこの変化は、一九二四(大正十三)年 西村天囚 亡くなったことと関係がある。というのも、再刊本『懐徳堂考』序文で松山直蔵は、「余嘗て子俊の言を聞く、懐徳堂は浪華の公撃にして、一家の私塾に非ずと。懐徳堂考弁に其の草するところの慢徳堂記念舎趣旨書倶に頗る意を北慮に致せり」と述べ いる。子俊とは西村天囚 号であり、「懐徳堂は中井氏 私撃に非ず」との主張は、実は西村天囚その人の主張だっ 考え れるからである。
懐徳堂記念会や松山直蔵が『懐徳堂紀年』の献上に触れない理由や、懐
徳堂記念会 中井木菟麻目との関係について なお不明な点も残るが、そうした課題の解明にこ 、これまでほとんど用いられ こなかった北山文庫や新田文庫の資料が大いに寄与するものと期待される。 山文庫や新国文庫の資料を更に活用した研究を今後 課題 したい。
勾t。 ， “
注
































治同 竣を 五社友 春笠竜 活寸炉L ，ー 










































注目するように、懐徳堂と町方・奉行所との関係に関わる出来事であり、懐徳堂 公的な地位に関わる重大な問題をはらんでいたと考えられる。松山直蔵のいう「年表」が北山文庫本『懐徳堂紀年』のことであり、そして「 堂年譜」成立の段階でこうした記述が削除されたのだと ならば 松山直蔵の序文の表現は当たないことになると思われ 。
なお、西村天囚の遺稿を集めた『碩園先生遺集』(懐徳堂記念会、
一九一三ハ(昭和十一)年)中の「碩園先生文集巻=ご は、「擬伝献懐徳堂年表表」と題された一文が収められている。この文は、「甲寅十一月」に記されたもので 大正三年十一月、『懐徳堂紀年』を大正天皇に献上した際に西村天囚が書いたも と考えられる。このことから、天国ら懐億堂記念会関係者の間では、『 紀年』が「懐徳堂年表」とも呼ばれてい 可能性が存在すると考えられる 。
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(島根大学教育学部助教授)
